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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリエステル単位またはポリアミド単位から構成される、疎水的に官能化された樹枝状
高分子であって、その世代数が２以上９以下であり、疎水的に官能化された基がＣ１０～
Ｃ２４アルキルまたはアルケニル基を含む樹枝状高分子を含有するヘアケア組成物を髪に
施用することを含む、髪の嵩を減少させる方法。
【請求項２】
　ヘアケア組成物が、すすぎ落とし組成物である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ヘアケア組成物が、シリコーンコンディショニングオイルをさらに含む、請求項１また
は２に記載の方法。
【請求項４】
　ヘアケア組成物が、界面活性剤をさらに含む、請求項１から３のいずれか一項に記載の
方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化粧品およびパーソナルケア組成物に関し、特に、髪を真っ直ぐに、よく揃
え、嵩を減少させるヘアケア組成物に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　真っ直ぐな、完全に揃えられた長髪は、多くの人々によって魅力的であると思われてい
る。本出願は、髪を揃え、髪の縮れを防止し、髪の嵩を減少させるための配合を開示して
いる。
【０００３】
　ある種の樹枝状ポリマーが、パーソナルケアに関連した使用に対して、既に示唆されて
いる。
【０００４】
　ＷＯ０１／１７４８５は、整髪のための樹枝状分子の使用を開示しており、リーヴイン
（ｌｅａｖｅ－ｉｎ）配合が、ヘアスプレーなどの特に好ましい整髪用組成物である。
【０００５】
　ＷＯ９７／１４４０４は、洗浄剤としてアニオン性界面活性剤、およびマイルドさを与
える助剤としてカチオン性デンドリマーを記載している。好ましいカチオン性デンドリマ
ーは、エチレンジアミンとメチルアクリレートの逐次反応によって調製されるポリアミド
アミン（ＰＡＭＡＭ）デンドリマーである。
【０００６】
　米国特許第５４４９５１９号は、表皮剥離性または抗アクネ剤（例えば、サリチル酸）
がＰＡＭＡＭタイプの多分枝デンドリマーと複合化された、表皮剥離性または抗アクネ組
成物に関する。
【０００７】
　ＥＰ０８８０９６１およびＥＰ８８０９６２は、高分枝ポリエチレンイミンなどの、高
分枝または樹枝状ポリアミノポリマーを含む皮膚および髪の保護のための抗日射調剤を記
載している。
【０００８】
　ＥＰ０８８４０４７は、ポリアミンポリマーの使用に関し、このポリマーは、化粧品ま
たは皮膚科学組成物に対する抗酸化剤として、高分枝または樹枝状であってよい。
【０００９】
　ＷＯ９９／３２０７６およびＷＯ９９／３２５４０は、化粧品または医薬品において、
増粘剤もしくはゲル化剤として、または皮膜形成剤として、ある種のジスルフィド官能化
高分枝ポリマーおよびデンドリマーの使用に関する。
【００１０】
　ＥＰ０８１５８２７は、少なくとも１種のデンドリマーまたはデンドリマーコンジュゲ
ートを含む化粧品ベースによる髪を処理するための化粧品組成物を記載している。これら
のデンドリマーは、ニトリルまたはアミノ末端基を有するポリ（イミノプロパン－１，３
－ジイル）デンドリマーと呼ばれる。
【発明の開示】
【００１１】
　本発明は、疎水的に官能化された樹枝状高分子を含む化粧品およびパーソナルケア組成
物を提供する。
【００１２】
　上記の組成物を髪に施用することによって髪を処理する方法も義している。
【００１３】
　また、本発明は、髪を揃えるための、および髪の嵩を減少させるための疎水的に官能化
された樹枝状高分子使用に関する。
【００１４】
　本明細書では、ポリマーの重量平均分子量（Ｍｗ）は、ポリマー分子の数と、個々のポ
リマー分子の分子量を二乗したものとの和を、ポリマー分子の数と、個々のポリマー分子
の分子量との和で割ったものである。
【００１５】
　本明細書では、「水溶性」とは、水中２５℃で、物質の１．０重量％以上の濃度で、肉
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眼に透明または半透明な溶液を形成するために、水に十分に溶解性であるいずれかの物質
のことを言う。
【００１６】
　樹枝状高分子
　樹枝状高分子は、多数の末端基を有する高度に分枝した構造を有する高分子である。樹
枝状ポリマーは、全てが１個または複数の分枝点を含む反復単位の、いくつかの層または
発生点を含む。デンドリマーおよび高分枝ポリマーを含む樹枝状ポリマーは、反応基の少
なくとも２つの異なるタイプを有するモノマー単位の縮合反応によって調製される。高分
枝と呼ばれる高分子は、ある程度非対称的である場合があるが、デンドリマーは、高度に
対称的であり、なお高度に分枝した樹木状の構造を維持している。
【００１７】
　樹枝状高分子は、通常、開始剤または１個もしくは複数の反応性部位およびいくつかの
分枝層および場合によって連鎖停止分子の層を有する核からなる。分枝層が連続して反復
し、通常、増加した分枝多様性および、適用可能または所望の場合、増加した数の末端基
をもたらす。この層は通常、世代および分岐デンドロンと呼ばれる。
【００１８】
　本発明の組成物は、疎水的に官能化された樹枝状高分子を含む。好ましい疎水基は、炭
素ベースのものである。Ｃ４～Ｃ２４アルキルまたはアルケニル基は、好ましい疎水基で
あり、Ｃ６～Ｃ２２アルキルまたはアルケニル基がさらに好ましく、Ｃ８～Ｃ１６アルキ
ルまたはアルケニル基が特に好ましく、Ｃ１０～Ｃ１４アルキルまたはアルケニル基を有
する樹枝状高分子が最も好ましい。この疎水基は、線状および分枝疎水性物質ならびにア
リールアルキル基を含むことができるが、アルキル疎水基が線状である場合が好ましい。
この疎水基は、不飽和基であってよいが、好ましくは飽和されている。この疎水基は、時
に連結基により樹枝状高分子に結合されており、適切な連結基は、エステルまたはアミド
基を含む。
【００１９】
　ある例において、樹枝状高分子は、樹枝状高分子の周辺部および／または末端基におい
て、完全にまたは部分的に疎水的に官能化されている場合が好ましい。（本発明の状況に
おいて、用語「周辺部」は、樹枝状高分子の外層または端部を意味する。）
【００２０】
　樹枝状高分子が、周辺部において疎水的に官能化される場合、好ましくは末端基の５～
９５％が疎水的に官能化され、さらに好ましくは１０～８５％、最も好ましくは２０～６
０％である。
【００２１】
　さらなる実施形態において、疎水性基の数は、樹枝状高分子上の分子の周辺部と分子内
部の両方において疎水性修飾に利用できる可能性のある部位の百分率として表すことがで
きる。好ましくはこれらの利用できる部位の１０～９０％が疎水的に修飾され、さらに好
ましくは２０～７０％が疎水的に修飾される。
【００２２】
　ポリマーの世代数は、２以上である場合が好ましい。最大世代の数は、好ましくは９以
下、さらに好ましくは７以下である。
【００２３】
　好ましい疎水的に官能化された樹枝状高分子は、ポリエステル単位から構成されている
。このタイプの適切な高分子は、米国特許第５４１８３０１号に開示されており、商標名
　Ｐｅｒｓｔｏｐの下に販売されている可能性がある。
【００２４】
　他の好ましい樹枝状高分子は、ポリアミド単位から構成されている。このタイプの適切
な高分子は、Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ　２００１、３４、３５５９－３５６６に開
示されており、商標名　Ｈｙｂｒａｎｅの下に販売されている。
【００２５】
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　疎水的に官能化された樹枝状高分子のレベルは、好ましくは総組成物の０．００１～１
０重量％であり、さらに好ましくはレベルは、０．０５～８重量％、最も好ましくは０．
１～５重量％である。
【００２６】
　この組成物に樹枝状高分子を添加する好ましい形態は、この高分子を任意の界面活性剤
および／または長鎖アルコールと一緒に添加することである。
【００２７】
　製品形態
　本発明の組成物は、一般に、髪に施用され、次いで洗い流される「洗い落とし」組成物
である。
【００２８】
　シャンプー組成物
　本発明のシャンプー組成物は、一般に水性であり、すなわちこれらは、主成分として水
または水溶液またはリオトロピック液晶相を有する。適切には、この組成物は、この組成
物の総重量に対して水５０～９８重量％、好ましくは６０～９０重量％を占める。
【００２９】
　アニオン性洗浄界面活性剤
　本発明によるシャンプー組成物は、化粧品として許容することができ、髪への局所的施
用に適する１種または複数のアニオン性洗浄界面活性剤を一般に含む。
【００３０】
　適切なアニオン性洗浄界面活性剤の例は、アルキル硫酸塩、アルキルエーテル硫酸塩、
アルカリールスルホネート、アルカノイルイセチオネート、アルキルスクシネート、アル
キルスルホスクシネート、アルキルエーテルスルホスクシネート、Ｎ－アルキルサルコシ
ネート、アルキル燐酸塩、アルキルエーテル燐酸塩およびアルキルエーテルカルボン酸な
らびにこれらの塩、とりわけ、これらのナトリウム、マグネシウム、アンモニウムおよび
モノ－、ジ－もしくはトリ－エタノールアミン塩である。前記アルキルおよびアシル基は
、８～１８個、好ましくは１０～１６個の炭素原子を一般に含み、不飽和であってよい。
アルキルエーテル硫酸塩、アルキルエーテルスルホスクシネート、アルキルエーテル燐酸
塩およびアルキルエーテルカルボン酸ならびにこれらの塩は、１分子当たり１～２０個の
エチレンオキシドまたはプロピレンオキシド単位を含むことができる。
【００３１】
　本発明のシャンプー組成物において使用する代表的なアニオン性洗浄界面活性剤は、ナ
トリウムオレイルスクシネート、アンモニウムラウリルスルホスクシネート、ラウリル硫
酸ナトリウム、ラウリルエーテル硫酸ナトリウム、ナトリウムラウリルエーテルスルホス
クシネート、ラウリル硫酸アンモニウム、ラウリルエーテル硫酸アンモニウム、ドデシル
ベンゼンスルホン酸ナトリウム、ドデシルベンゼンスルホン酸トリエタノールアミン、ナ
トリウムココイルイセチオネート、ナトリウムラウリルイセチオネート、ラウリルエーテ
ルカルボン酸およびナトリウムＮ－ラウリルサルコシネートを含む。
【００３２】
　好ましいアニオン性洗浄界面活性剤は、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリルエーテル硫
酸ナトリウム（ｎ）ＥＯ、（ｎは１～３である。）、ナトリウムラウリルエーテルスルホ
スクシネート（ｎ）ＥＯ（ｎは１～３である。）、ラウリル硫酸アンモニウム、ラウリル
エーテル硫酸アンモニウム（ｎ）ＥＯ（ｎは１～３である。）、ナトリウムココイルイセ
チオネートおよびラウリルエーテルカルボン酸（ｎ）ＥＯ（ｎは１０～２０である。）で
ある。
【００３３】
　また、前記アニオン性洗浄界面活性剤のいずれかの混合物もまた適切であり得る。
【００３４】
　本発明のシャンプー組成物中のアニオン性洗浄界面活性剤の総量は、一般にこの組成物
の総重量に対して、アニオン性洗浄界面活性剤の総重量で、０．５～４５％、好ましくは
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１．５～３５％、さらに好ましくは５～２０％である。
【００３５】
　さらなる成分
　場合によって、本発明のシャンプー組成物は、性能および／または消費者満足度を向上
させるために、以下に記載するさらなる成分を含むことができる。
【００３６】
　共界面活性剤
　この組成物は、この組成物に美的、物理的または洗浄特性を与えるのに役立つように共
界面活性剤を含むことができる。
【００３７】
　共界面活性剤の例は、非イオン性界面活性剤であり、これは、この組成物の総重量に対
して、０．５～８重量％、好ましくは２～５重量％の範囲の量において含まれることがで
きる。
【００３８】
　例えば、本発明のシャンプー組成物中に含まれることができる代表的非イオン性界面活
性剤は、通常エチレンオキシド、一般に６～３０個のエチレンオキシド基を有するアルキ
レンオキシドを含む、脂肪族（Ｃ８～Ｃ１８）第１級もしくは第２級、線状もしくは分枝
鎖アルコールまたはフェノールの縮合生成物を含む。
【００３９】
　他の代表的非イオン性界面活性剤は、モノ－もしくはジ－アルキルアルカノールアミド
を含む。例えば、ココモノ－またはジ－エタノールアミドおよびココモノ－イソプロパノ
ールアミドである。
【００４０】
　本発明のシャンプー組成物中に含まれることができるさらなる非イオン性界面活性剤は
、アルキルポリグリコシド（ＡＰＧ）である。一般に、ＡＰＧは、１個または複数のグリ
コシル基のブロックに結合（場合によって、橋かけする基により）されたアルキル基を含
むものである。好ましいＡＰＧは、以下の式によって定義される：
　　　　　　　ＲＯ－（Ｇ）ｎ

［式中、Ｒは、飽和または不飽和であってよい、分枝または直鎖アルキル基であり、Ｇは
、サッカライド基である。ｎは、約１～約１０以上の値を有することができる。］。認定
された材料：ＳｅｐｐｉｃからのＯｒａｍｉｘ　ＮＳ１０、ＨｅｎｋｅｌからのＰｌａｎ
ｔａｒｅｎ　１２００およびＰｌａｎｔａｒｅｎ　２０００。
【００４１】
　共界面活性剤の好ましい例は、両性または双性イオン性界面活性剤であり、これは、こ
の組成物の総重量に対して、０．５～約８重量％、好ましくは１～４重量％の範囲の量に
おいて含まれることができる。
【００４２】
　両性または双性イオン性界面活性剤の例には、アルキルアミンオキシド、アルキルベタ
イン、アルキルアミドプロピルベタイン、アルキルスルホベタイン（スルタイン）、アル
キルグリシン塩、アルキルカルボキシグリシン塩、アルキルアンホ酢酸塩、アルキルアン
ホプロピオン酸塩、アルキルアンホグリシン塩、アルキルアミドプロピルヒドロキシスル
タイン、アシルタウリン塩およびアシルグルタミン酸塩が含まれ、ここでアルキルおよび
アシル基は、８～１９個の炭素原子を有する。本発明のシャンプーにおいて使用する一般
的両性または双性イオン性界面活性剤には、ラウリルアミンオキシド、ココジメチルスル
ホプロピルベタイン、ラウリルベタイン、コカミドプロピルベタインおよびココアンホ酢
酸ナトリウムが含まれる。
【００４３】
　特に好ましい両性または双性イオン性界面活性剤は、コカミドプロピルベタインである
。
【００４４】
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　前記の両性または双性イオン性界面活性剤の任意の混合物もまた適切であり得る。好ま
しい混合物は、上記のように、さらなる両性または双性イオン性界面活性剤を含むコカミ
ドプロピルベタインの混合物である。好ましいさらなる両性または双性イオン性界面活性
剤は、ココアンホ酢酸ナトリウムである。
【００４５】
　本発明のシャンプー組成物中の界面活性剤（任意の共界面活性剤および／または任意の
乳化剤を含む。）の総量は、一般に組成物の総重量に対して、界面活性剤の総重量で１～
５０％、好ましくは２～４０％、さらに好ましくは１０～２５％である。
【００４６】
　カチオン性ポリマー
　カチオン性ポリマーは、コンディショニング性能を向上させるために、本発明のシャン
プー組成物中の好ましい成分である。
【００４７】
　適切なカチオン性ポリマーは、カチオン的に置換されたまたはモノマーの２種以上のタ
イプから形成されることができるホモポリマーであってよい。このポリマーの重量平均（
Ｍｗ）分子量は、一般に１００　０００と２百万ダルトンの間である。
【００４８】
　適切なカチオン性ポリマーは、例えば、（メタ）アクリルアミド、アルキルおよびジア
ルキル（メタ）アクリルアミド、アルキル（メタ）アクリレート、ビニルカプロラクトン
ならびにビニルピロリジンなどの、水溶性スペーサーモノマーを有しカチオン性アミンま
たは第４級アンモニウム官能性を有するビニルモノマーのコポリマーを含む。アルキルお
よびジアルキル置換モノマーは、好ましくはＣ↑１～Ｃ７アルキル基、さらに好ましくは
Ｃ１－３アルキル基を有する。他の適切なスペーサーには、ビニルエステル、ビニルアル
コール、無水マレイン酸、プロピレングリコールおよびエチレングリコールが含まれる。
【００４９】
　カチオン性アミンは、組成物の個別の種類およびｐＨにより、第１級、第２級または第
３級アミンであることができる。一般に第２級および第３級アミン、とりわけ第３級が好
ましい。
【００５０】
　アミン置換ビニルモノマーおよびアミンをアミン形態において重合させ、次いで、第４
級化によってアンモニウムに変換することができる。
【００５１】
　カチオン性ポリマーは、アミン－および／または第４級アンモニウム－置換モノマー、
および／または相溶性スペーサーモノマーから得られたモノマー単位の混合物を含むこと
ができる。
【００５２】
　適切なカチオン性ポリマーには、例えば：
　　例えば、塩化ジメチルジアリルアンモニウムホモポリマーとアクリルアミドおよび塩
化ジメチルジアリルアンモニウムのコポリマーとを含むカチオン性ジアリル第４級アンモ
ニウム含有ポリマー（この工業（ＣＴＦＡ）において、それぞれＰｏｌｙｑｕａｔｅｒｎ
ｉｕｍ　６およびＰｏｌｙｑｕａｔｅｒｎｉｕｍ　７と呼ばれる。）；
　　３～５個の炭素原子を有する不飽和カルボン酸のホモポリマーおよびコポリマーのア
ミノアルキルエステルの鉱酸塩（米国特許第４，００９，２５６号に記載されている）；
　　カチオン性ポリアクリルアミド（ＷＯ９５／２２３１１に記載されている）
が含まれる。
【００５３】
　使用できる他のカチオン性ポリマーは、カチオン性セルロース誘導体、カチオン性スタ
ーチ誘導体およびカチオン性グアーガム誘導体などのカチオン性ポリサッカライドポリマ
ーを含む。
【００５４】
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　本発明の組成物における使用に適するカチオン性ポリサッカライドポリマーは、次式の
モノマーを含む。
　　　Ａ－Ｏ－［Ｒ－Ｎ＋（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）Ｘ－］
［式中、Ａは、スターチまたはセルロース無水グルコース残基などの無水グルコース残基
である。Ｒは、アルキレン、オキシアルキレン、ポリオキシアルキレンもしくはヒドロキ
シアルキレン基またはこれらの組合せである。Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、独立に、それぞ
れの基が約１８個までの炭素原子を含むアルキル、アリール、アルキルアリール、アリー
ルアルキル、アルコキシアルキルまたはアルコキシアリール基を表す。それぞれのカチオ
ン性部分に対する炭素原子の総数（すなわち、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３中の炭素原子の和）
は、好ましくは約２０以下であり、Ｘはアニオン性対イオンである。］
【００５５】
　カチオン性セルロースの他のタイプは、この工業（ＣＴＦＡ）においてＰｏｌｙｑｕａ
ｔｅｒｎｉｕｍ　２４と呼ばれる、ラウリルジメチルアンモニウム置換エポキシドと反応
させたヒドロキシエチルセルロースのポリマーの第４級アンモニウム塩を含む。これらの
材料は、例えば商標Ｐｏｌｙｍｅｒ　ＬＭ－２００の下に、Ａｍｅｒｃｈｏｌ社から入手
可能である。
【００５６】
　他の適切なカチオン性ポリサッカライドポリマーには、第４級窒素含有セルロースエー
テル（例えば、米国特許第３，９６２，４１８号に記載されている。）、およびエーテル
化セルロースおよびスターチのコポリマー（例えば、米国特許第３，９５８，５８１号に
記載されている。）が含まれる。
【００５７】
　使用できるカチオン性ポリサッカライドポリマーの特に適切なタイプは、塩化グアーヒ
ドロキシプロピルトリメチルアンモニウムなどのカチオン性グアーガム誘導体（ＪＡＧＵ
ＡＲ商標シリーズにおいて，Ｒｈｏｄｉａから市販されている。）である。このような材
料の例は、ＪＡＧＵＡＲ　Ｃ１３Ｓ、ＪＡＧＵＡＲ　Ｃ１４、ＪＡＧＵＡＲ　Ｃ１５、Ｊ
ＡＧＵＡＲ　Ｃ１７、およびＪＡＧＵＡＲ　Ｃ１６、ＪＡＧＵＡＲ　ＣＨＴおよびＪＡＧ
ＵＡＲ　Ｃ１６２である。
【００５８】
　上のカチオン性ポリマーのいずれかの混合物を使用することができる。
【００５９】
　カチオン性ポリマーは、本発明のシャンプー組成物において、組成物の総重量に対して
、カチオン性ポリマーの総重量で０．０１～５％、好ましくは０．０５～１％、さらに好
ましくは０．０８～０．５％のレベルで一般に存在する。
【００６０】
　懸濁化剤
　好ましくは、本発明の水性シャンプー組成物は、さらに懸濁化剤を含む。適切な懸濁化
剤は、ポリアクリル酸、アクリル酸の架橋ポリマー、疎水性モノマーとアクリル酸のコポ
リマー、カルボン酸含有モノマーおよびアクリル酸エステルのコポリマー、アクリル酸お
よびアクリレートエステルの架橋コポリマー、ヘテロポリサッカライドガムならびに結晶
性長鎖アシル誘導体から選択される。長鎖アシル誘導体は、エチレングリコールステアレ
ート、１６～２２個の炭素原子を有する脂肪酸のアルカノールアミドおよびこれらの混合
物から望ましくは選択される。エチレングリコールジステアレートおよびポリエチレング
リコール３ジステアレートは、好ましい長鎖アシル誘導体であり、というのは、これらは
、組成物に真珠箔光を与えるからである。ポリアクリル酸は、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　４２０
、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　４８８、またはＣａｒｂｏｐｏｌ　４９３として市販されている。
また、多官能性剤で架橋されたアクリル酸のポリマーも使用することができ、これらは、
Ｃａｒｂｏｐｏｌ　９１０、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　９３４、またはＣａｒｂｏｐｏｌ　９４
１、およびＣａｒｂｏｐｏｌ　９８０として市販されている。カルボン酸含有モノマーお
よびアクリル酸エステルの適切なコポリマーの例は、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　１３４２である
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。全てのＣａｒｂｏｐｏｌ（商標）材料は、Ｇｏｏｄｒｉｃｈから入手可能である。
【００６１】
　アクリル酸およびアクリレートエステルの適切な架橋ポリマーは、Ｐｅｍｕｌｅｎ　Ｔ
Ｒ１またはＰｅｍｕｌｅｎ　ＴＲ２である。適切なヘテロポリサッカライドガムは、例え
ばＫｅｌｚａｎ　ｍｕとして入手可能であるキサンタンガムである。
【００６２】
　上の懸濁化剤のいずれかの混合物を使用することができる。アクリル酸および結晶性長
鎖アシル誘導体の架橋ポリマーの混合物が好ましい。
【００６３】
　懸濁化剤は、本発明のシャンプー組成物において、この組成物の総重量に対して、懸濁
化剤の総重量で０．１～１０％、好ましくは０．５～６％、さらに好ましくは０．９～４
％のレベルで一般に存在する。
【００６４】
　コンディショナー組成物
　本発明による組成物のための他の好ましい製品は、髪のトリートメント（一般に、シャ
ンプー後）および引き続いてのリンス用のコンディショナーである。
【００６５】
　このようなコンディショナー組成物は、化粧品として許容でき、髪への局所的施用に適
する１種または複数のコンディショニング界面活性剤を一般に含む。
【００６６】
　適切なコンディショニング界面活性剤は、単独または混合物において使用されるカチオ
ン性界面活性剤から選択されるものを含む。好ましくは、このカチオン性界面活性剤は、
式Ｎ＋Ｒ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４［式中Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、独立に（Ｃ１～Ｃ３０）
アルキルまたはベンジルである。好ましくは、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４の１、２また
は３個は、独立に（Ｃ４～Ｃ３０）アルキルであり、他のＲ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４基
または複数の基は、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルまたはベンジルである。さらに好ましくは、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４の１または２個は、独立に（Ｃ６～Ｃ３０）アルキルであり
、他のＲ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４基は、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルまたはベンジル基であ
る。場合によって、このアルキル基は、アルキル鎖内に、１個または複数のエステル（－
ＯＣＯ－または－ＣＯＯ－）および／またはエーテル（－Ｏ－）結合を含むことができる
。アルキル基は、場合によって１個または複数のヒドロキシル基で置換されることができ
る。アルキル基は、直鎖または分枝していてよく、３個以上の炭素原子を有するアルキル
基に対しては環式であってよい。アルキル基は、飽和されていてよく、または１個または
複数の炭素－炭素二重結合（例えば、オレイル）を含んでいてよい。アルキル基は、１個
または複数のエチレンオキシ基により、アルキル鎖上で場合によってエトキシル化されて
いる。］を有する。
【００６７】
　本発明によるコンディショナー組成物において使用する適切なカチオン性界面活性剤に
は、塩化セチルトリメチルアンモニウム、塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム、塩化セ
チルピリジニウム、塩化テトラメチルアンモニウム、塩化テトラエチルアンモニウム、塩
化オクチルトリメチルアンモニウム、塩化ドデシルトリメチルアンモニウム、塩化ヘキサ
デシルトリメチルアンモニウム、塩化オクチルジメチルベンジルアンモニウム、塩化デシ
ルジメチルベンジルアンモニウム、塩化ステアリルジメチルベンジルアンモニウム、塩化
ジドデシルジメチルアンモニウム、塩化ジオクタデシルジメチルアンモニウム、塩化獣脂
メチルアンモニウム、塩化ジ水素化獣脂ジメチルアンモニウム（例えば、Ａｋｚｏ　Ｎｏ
ｂｅｌからのＡｒｇｕａｄ　２ＨＴ／７５）、塩化ココトリメチルアンモニウム、塩化Ｐ
ＥＧ－２－オレアンモニウムおよびこの対応する水酸化物が含まれる。さらなる適切なカ
チオン性界面活性剤には、ＣＴＦＡ認証を得ている材料、Ｑｕａｔｅｒｎｉｕｍ－５、Ｑ
ｕａｔｅｒｎｉｕｍ－３１およびＱｕａｔｅｒｎｉｕｍ－１８が含まれる。また、前記材
料のいずれかの混合物も適し得る。本発明によるコンディショナーにおいて使用される特
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に有用なカチオン性界面活性剤は、例えばＨｏｅｃｈｓｔ　ＣｅｌａｎｅｓｅからＧＥＮ
ＡＭＩＮ　ＣＴＡＣとして市販されている塩化セチルトリメチルアンモニウムである。本
発明によるコンディショナーにおいて使用する他の特に有用なカチオン性界面活性剤は、
例えばＣｌａｒｉａｎｔからＧＥＮＡＭＩＮ　ＫＤＭＰとして市販されている塩化ベヘニ
ルトリメチルアンモニウムである。
【００６８】
　本発明において使用する適切なカチオン性界面活性剤のクラスの他の例は、単独または
１種または複数の他のカチオン性界面活性剤と一緒になって、アミドアミンおよび酸の組
合せである。
【００６９】
　本明細書において有用な好ましいアミドアミンには、ステアルアミドプロピルジメチル
アミン、ステアルアミドプロピルジエチルアミン、ステアルアミドエチルジエチルアミン
、ステアルアミドエチルジメチルアミン、パルミトアミドプロピルジメチルアミン、パル
ミトアミドプロピルジエチルアミン、パルミトアミドエチルジエチルアミン、パルミトア
ミドエチルジメチルアミン、ベヘンアミドプロピルジメチルアミン、ベヘンアミドプロピ
ルジエチルミン（ｂｅｈｅｎａｍｉｄｏｐｒｏｐｙｌｄｉｅｔｈｙｌｍｉｎｅ）、ベヘン
アミドエチルジエチルアミン、ベヘンアミドエチルジメチルアミン、アラキドアミドプロ
ピルジメチルアミン、アラキドアミドプロピルジエチルアミン、アラキドアミドエチルジ
エチルアミン、アラキドアミドエチルジメチルアミンおよびこれらの混合物が含まれる。
【００７０】
　本明細書において有用な特に好ましいアミドアミンは、ステアルアミドプロピルジメチ
ルアミン、ステアルアミドエチルジエチルアミンおよびこれらの混合物である。
【００７１】
　酸（ｉｉ）は、髪トリートメント組成物においてアミドアミンをプロトン化することが
できる任意の有機酸または鉱酸であってよい。本明細書において有用な適切な酸には、塩
酸、酢酸、酒石酸、フマル酸、乳酸、リンゴ酸、コハク酸およびこれらの混合物が含まれ
る。好ましくは、酸は、酢酸、酒石酸、塩酸、フマル酸およびこれらの混合物からなる群
から選択される。
【００７２】
　適切には、酸は、存在する全てのアミドアミンをプロトン化するのに十分な量において
、すなわち組成物中に存在するアミドアミンの量に少なくとも等モルであるレベルにおい
て含まれている。
【００７３】
　本発明のコンディショナーにおいて、カチオン性界面活性剤のレベルは、一般にこの組
成物の０．０１～１０重量％、さらに好ましくは０．０５～７．５重量％、最も好ましく
は０．１～５重量％の範囲である。
【００７４】
　また、本発明のコンディショナーは、一般に脂肪アルコールを含む。このコンディショ
ニング組成物において、脂肪アルコールとカチオン性界面活性剤を組み合わせて使用する
ことは、カチオン性界面活性剤が分散されている層状の相を形成することになるので、と
りわけ有利であると考えられる。
【００７５】
　代表的脂肪アルコールは、８～２２個の炭素原子、さらに好ましくは１６～２２個の炭
素原子を含む。この脂肪アルコールは、一般に直鎖アルキル基を含む化合物である。適切
な脂肪アルコールの例には、セチルアルコール、ステアリルアルコールおよびこれらの混
合物が含まれる。また、これらの材料の使用は、これらが、本発明の組成物の全体のコン
ディショニング特性に寄与する点で有利である。
【００７６】
　本発明のコンディショナーにおける脂肪アルコールのレベルは、一般に組成物の０．０
１～１０重量％、好ましくは０．１～８重量％、さらに好ましくは０．２～７重量％、最
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重量比は、適切には１：１～１：１０、好ましくは１：１．５～１：８、最適には１：２
～１：５である。カチオン性界面活性剤と脂肪アルコールの重量比が高過ぎる場合には、
組成物からの目の刺激をまねくことがある。重量比が低過ぎる場合には、若干の消費者と
って髪の感触がきしむことがある。
【００７７】
　さらなるコンディショニング剤
　本発明の組成物は、湿潤および乾燥コンディショニィング効果を最適化するために、さ
らなるコンディショニィング剤を含むことができる。
【００７８】
　特に好ましいさらなるコンディショニィング剤は、シリコーンエマルジョンである。
【００７９】
　適切なシリコーンエマルジョンには、ポリジオルガノシロキサン、特にＣＴＦＡ呼称ジ
メチコーンを有するポリジメチルシロキサン、ＣＴＦＡ呼称ジメチコノールを有するヒド
ロキシ末端基を有するポリジメチルシロキサン、およびＣＴＦＡ呼称アモジメチコーンを
有するアミノ官能性ポリジメチルシロキサンなどのシリコーンから形成されるシリコーン
エマルジョンが含まれる。
【００８０】
　エマルジョン液滴は、本発明の組成物において、一般に０．０１～２０マイクロメータ
ー、さらに好ましくは０．２～１０マイクロメーターの範囲のＳａｕｔｅｒ平均液滴径（
Ｄ３，２）を有することができる。
【００８１】
　Ｓａｕｔｅｒ平均液滴径（Ｄ３，２）を測定する適切な方法は、Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｍａ
ｓｔｅｒｓｉｚｅｒなどの機器を使用したレーザー光散乱による。
【００８２】
　本発明の組成物において使用する適切なシリコーンエマルジョンは、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎ
ｉｎｇおよびＧＥ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓなどのシリコーンの供給者から入手可能である。
このような事前に形成されたシリコーンエマルジョンの使用は、加工の容易さおよびシリ
コーン粒径の制御のため好ましい。このような事前に形成されたシリコーンエマルジョン
は、一般にアニオン性または非イオン性乳化剤などの適切な乳化剤、またはこの混合物を
さらに含み、エマルジョン重合などの化学的乳化プロセスによって、または高剪断ミキサ
ーを使用して機械的乳化によって調製することができる。０．１５マイクロメーター未満
のＳａｕｔｅｒ平均液滴径（Ｄ３，２）を有する事前に形成されたシリコーンエマルジョ
ンは、一般にマイクロエマルジョンと呼ばれる。
【００８３】
　適切な事前に形成されたシリコーンエマルジョンの例には、エマルジョンＤＣ２－１７
６６、ＤＣ２－１７８４、ＤＣ－１７８５、ＤＣ－１７８６、ＤＣ－１７８８ならびにミ
クロエマルジョンＤＣ２－１８６５およびＤＣ２－１８７０が含まれ、すべてＤｏｗ　Ｃ
ｏｒｎｉｎｇから入手可能である。これらは、全てジメチコノールのエマルジョン／ミク
ロエマルジョンである。また、ＤＣ９３９（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ製）およびＳＭＥ２
５３（ＧＥＳｉｌｉｃｏｎｅｓ製）などのアモジメチコーンエマルジョンが適切である。
【００８４】
　また、例えばＷＯ０３／０９４８７４に記載されているような、高分子量の表面活性ブ
ロックコポリマーのある種のタイプがシリコーンエマルジョン液滴とブレンドされたシリ
コーンエマルジョンも適切である。このような材料において、シリコーンエマルジョン液
滴は、上記のものなどのポリジオルガノシロキサンから好ましくは形成される。表面活性
ブロックコポリマーの１つの好ましい形態は、以下の式による。
【００８５】
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【化１】

［式中、ｘの平均値は４以上であり、ｙの平均値は２５以上である。］
【００８６】
　表面活性ブロックコポリマーの他の好ましい形態は、以下の式による。
【００８７】

【化２】

［式中、ａの平均値は２以上であり、ｂの平均値は６以上である。］
【００８８】
　上記シリコーンエマルジョンのいずれかの混合物も使用することができる。
【００８９】
　シリコーンは、一般に本発明の組成物中に、組成物の総重量に対して、シリコーンの総
重量で０．０５～１０％、好ましくは０．０５～５％、さらに好ましくは０．５～２％の
レベルで存在する。
【００９０】
　他の任意の成分
　本発明の組成物は、性能および／または消費者満足度を向上させるために他の成分を含
むことができる。このような成分には、香料、染料および顔料、ｐＨ調整剤、真珠箔様光
剤または乳白剤、粘度改質剤、防腐剤ならびに天然髪栄養分（植物、果実抽出物、蔗糖誘
導体およびアミノ酸など）が含まれる。
【００９１】
　本発明を以下の限定しない実施例を参照してさらに例示する。他に明示されない限り、
全ての百文率は、総量に対する重量による。
【００９２】
　本発明の実施例を数字によって示し、比較例を文字によって示す。
【実施例】
【００９３】
　インビトロ試験方法
　レーザー嵩実験（シャンプーおよび／またはコンディショナーにより処理されたヘアピ
ース）
　ベース洗浄
　２ｇ／１０”ヨーロッパ人のヘアピースを、１４／２　ＳＬＥＳ／ＣＡＰＢ溶液を使用
してベース洗浄した。５つのヘアピースを一緒にまとめて、３５～４０℃において流水下
で濡らした。余分の水をヘアピースの長さに沿って、親指および人差し指を動かすことに
よって除去した。ベースの１ｍｌをヘアピースの長さに沿って施用し、３０秒間揉んだ。
ヘアピースを流れる温水下で３０秒間すすぎ、次いで、さらにＳＬＥＳ／ＣＡＰＢの１ｍ
ｌを施用し、さらに３０秒間揉んだ。ヘアピースを１分間、最終的にすすいだ。
【００９４】
　シャンプートリートメント
　５つのヘアピースを一緒にまとめて、シャンプーの１ｍｌをヘアピースの長さに沿って
付着させた。ヘアピースを３０秒間揉んでから、３０秒間すすいだ。さらにシャンプー１
ｍｌをヘアピースの長さに沿って付着させ、３０秒間揉んでから、１分間すすいだ。ヘア
ピースをクランプスタンドから垂直に垂らして梳き、ヘアピースの長さに沿って、親指お
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【００９５】
　１回のトリートメント当たり、５個のヘアピースを使用したことに留意されたい。
【００９６】
　コンディショナートリートメント
　５つのヘアピースを一緒にまとめ、１４／２　シャンプーで上のようにベース洗浄し、
次いで、コンディショナーの２ｍｌをヘアピースの長さに沿って付け、１分間揉んでから
、１分間すすいだ。ヘアピースをクランプスタンドから垂直に垂らして梳き、ヘアピース
の長さに沿って、親指および人差し指を動かすことによって撫でつけ、次いで、終夜自然
乾燥させた。
【００９７】
　レーザー測定
　それぞれのヘアピースをクランプスタンドから垂直に垂らして、ヘアピースの下端から
約２”のところに、接触していないヘアピースに直角に、２　ｍＷ、λ□＝６３２．８ｎ
ｍ　ヘリウム－ネオンレーザーを当てた。レーザーは、ヘアピースの断面を照らし、暗い
背景上に白いドットの２次元画像を作り出し、それぞれのドットは、単独の髪繊維を表し
た。照らされた画像は、３５ｍｍカメラを使用して、光ディスクに記録された。
【００９８】
　分析
　マクロレンズを使用して、それぞれの画像に対する識別レベル（すなわち、ディスクに
記録されたドットの数を与える、明瞭な画像に対する閾値）を設定し、次いで、画像上の
各ドットのｘ、ｙ座標を計算する。Ｅｘｃｅｌの他のマクロレンズが、全ての座標に数学
的変換を行って、座標を、カメラに対する座標の見かけの位置から、ヘアピース中の座標
の実際の位置に転換した。これらの実際の座標を使用して、計算された中心から離れた全
ての座標の平均の半径方向の分布を計算し、このようにして、ヘアピースの嵩に対する指
標を提供する。
【００９９】
　分析結果
　嵩は、比較例に対して正規化した。
【０１００】
　シャンプー
　シャンプー組成物を表１の配合により調製した。樹枝状ポリマーを界面活性剤と共に組
成物に添加した。
【０１０１】
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【表１】

【０１０２】
　シャンプー実施例を表２および３に詳述したように適切な樹枝状高分子を使用して構成
した。比較シャンプー例Ａを、存在する樹枝状高分子なしに構成した。
【０１０３】

【表２】

【０１０４】
　実施例１は、Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ　２００１，３４，３５５９－３５６６の
実施例７に記載されている樹枝状ポリマーである。
【０１０５】
　実施例２は、Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ　２００１，３４，３５５９－３５６６の
実施例８に記載されている樹枝状ポリマーである。
【０１０６】
【表３】

【０１０７】
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　実施例３は、米国特許第５　４１８　３０１号の実施例３１である。
【０１０８】
　このように、本発明の実施例は、髪の嵩を減少させた。
【０１０９】
　コンディショナー
　コンディショナー組成物を表４により調製した。
【０１１０】
【表４】

【０１１１】
　コンディショナー実施例を表５に詳述したように、適切な樹枝状高分子を使用して構成
した。比較コンディショナー例Ｂを、存在する樹枝状高分子なしに構成した。
【０１１２】

【表５】

【０１１３】
　実施例４は、Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ　２００１，３４，３５５９－３５６６の
実施例８に記載されている樹枝状ポリマーである。
【０１１４】
　実施例５は、Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ　２００１，３４，３５５９－３５６６の
実施例１１に記載されている樹枝状ポリマーである。
【０１１５】
　このように、本発明の配合は、髪の嵩を減少させた。
【０１１６】
　インビボ試験データ
　サロンワークショップ
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　シャンプー配合物を表６の配合を使用して調製した。
【０１１７】
【表６】

【０１１８】
　Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ　２００１，３４，３５５９－３５６６の実施例８に記
載されている樹枝状ポリマー
　サロンワークショップ方法論
　２人の美容師が、製品（それぞれの美容師に対して９人のパネリスト）を評価した。シ
ャンプー製品を、ブラインドテストとしてアプリケーターによって施用し、美容師は、パ
ネリストを適宜洗浄する。それぞれの美容師が、製品の性能（１対で比較）および２つの
製品間の差異尺度を評価し、評点を付ける。
【０１１９】
【表７】

【０１２０】
　美容師による全般の評価（ｎ＝１８）。



(16) JP 4977022 B2 2012.7.18

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100124855
            弁理士　坪倉　道明
(72)発明者  デリシ，レオ
            イギリス国、マージーサイド・シー・エイチ・６３・３・ジエイ・ダブリユ、ウイラル、ベビント
            ン、クエリー・ロード・イースト、ユニリーバー・アール・アンド・デイー・ポート・サンライト
(72)発明者  ハルカツプ，ジエイソン・ピーター
            イギリス国、マージーサイド・シー・エイチ・６３・３・ジエイ・ダブリユ、ウイラル、ベビント
            ン、クエリー・ロード・イースト、ユニリーバー・アール・アンド・デイー・ポート・サンライト
(72)発明者  コーシユデル，エザツト
            イギリス国、マージーサイド・シー・エイチ・６３・３・ジエイ・ダブリユ、ウイラル、ベビント
            ン、クエリー・ロード・イースト、ユニリーバー・アール・アンド・デイー・ポート・サンライト

    審査官  馳平　裕美

(56)参考文献  特開２００２－０２０２２３（ＪＰ，Ａ）
              特表平０７－５０４２１９（ＪＰ，Ａ）
              特表２００３－５０８４７１（ＪＰ，Ａ）
              特開２００２－２４９４１２（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－０８６４９２（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－０６４３８３（ＪＰ，Ａ）
              特開平０７－３０９７２９（ＪＰ，Ａ）
              特表２００２－５３３１９８（ＪＰ，Ａ）
              米国特許第０６３６９１１８（ＵＳ，Ｂ１）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A61K  8/00～8/99
              A61Q  1/00～90/00
              CAplus(STN)
              REGISTRY(STN)


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

